
京の庭文化と箱庭づくり自主企画
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■参加者の声～アンケートより

・わかりやすく説明してくださり、庭を大切にしていきたいと思いました。

・期待以上でした。箱庭を作りたくて来ましたが、お庭の説明もたくさんきけて嬉しかったです。桂離宮が大好きです。

・京の庭について新たな知見を得て楽しかった。

■日本庭園の起源や特徴

日本庭園史の出発点は、7世紀頃の奈良県の飛鳥京跡苑池と

されている。

日本庭園の特徴を中国庭園や西洋庭園との違いからみると

次のようである。まず、中国庭園との大きな違いは、風景の

表現である。中国庭園の特徴は、大河や山紫水明、山などの

大きな自然を作る。これは日本庭園ではあまり見られない。

次に、西洋庭園との違いをみると、イギリス庭園は写実主

義的風景式庭園であり、日本庭園は象徴主義的縮景式庭園で

ある。イギリス庭園は自然なものに人工的なものを足してそ

のままの大きさで表すが、日本庭園は全てを小さい形に作り

直して庭園の中で表現する。またイギリス庭園は中央に池を

作り、そこに必ずブリッジを作る。

■京都の庭の管理方法

①春：芽摘み、花期後は透かし※

〈ポイント〉そのままにしておくと次の年の芽を持つため、

花期後すぐしておくことが重要である。

②夏～秋：中木透かし、常緑透かし、大刈込

〈ポイント〉木は上に向けて成長するので一番上を切る。固

まりがないように均等に切るのがポイント。

③秋～冬：紅葉透かし、葉むしり

〈ポイント〉紅葉は先に枝が伸びていることが綺麗なので、

どの紅葉を残すかを決めつつ枝を長く保つことがポイント。

また葉っぱの数を減らすと次の芽が出てくるため、葉むしり

をする。約２/3の葉っぱを減らすとよい。

④通年：鋏透かし

※「透かし」とは、大きくなり過ぎたり、伸び過ぎた花や枝を根元

から切り、次の時季の成長に備えて整理する方法である。

■庭木お手入れのポイント

庭木お手入れのポイントは、成長点を抑えることである。

特に、植物は光を求めて高く伸びるため、枝は上から枝葉

量を減らせば小さくなる。松は樹形回復に4～5年は掛かり、

切り方を失敗すると樹形が戻らないので慎重に切ること。

【ワークショップ「箱庭づくり」】

１）材料：箱、石材、砂、土（今回はジョイントマットで代

用）、小型のポット苗、苔など

２）「箱庭づくり」の手順

③護岸をイメージし石を並べる ④全体のバランスをはかる

⑤植栽を配置してみる ⑥砂を入れて枯山水を表す

⑦苔を貼る（高さを合わせる） ⑧仕上のテープを貼る

セミナーの様子 箱庭づくりの様子

①まずは概ねの位置でカット ②高低差を出す（築山・流れ）


